
114

き

してもこれ を作用後取除 くどとは不可能であ り、

且つ實際上は常時作用する如 くあるを常 とするの

で、上述の如 き實験方法を採用 した。大方御諸賢

の御批判御指導を希望する次第である◎・

第五章 結 論

結核菌に封する逆性石鹸拉びに高次「アルキル」

化合物の及ぼす影響について培養實験 を行い、 こ

れを定{生的並びに定量的に観察し、いすれ も著名

なる嚢育阻止作用を有することを知つた。 蓬

稿 を絡るに當 り、高次 「アルキル」化合物
CH.x
;・

Cエ2R25-N-CH2一 て)-CH2-C難H、を御恵與下 さつた

1・
CH3
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 0.  Westphal  II. D. Jerchel: Berichte 73 (1940), 
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細 沼 桑 一:醫 學 と生 物 學2(12):618F620:昭17.

逆性石鹸竝 に高次 「アル キル」化合物 の喀

痰中の結核菌に及ぼす影響に就いて

細 沼 榮 一
～

第一章 序 観 作用について槍し、著明なる嚢育阻止作用を有す

油脂及び脂肪酸の結核菌に及ぼす影響について ることを明らムにしたが、今同は更に一歩 を進め

は・從來多璽の學者によ り實験せ られ程度の差こ て多少とも燈内にある歌態に近い結核菌に封 し・

そはあれ、結核菌に封 して蛮育阻 止作用を有する 之等の藥物の影響蛇に親和性の有無を検せんとし
ぞ

ということに見解が一致 している。而 して油脂中 て、先す喀湊中の結核菌に樹する影響について検

では椰子油が最もその作用が強い。その椰子油を ぎ し・以下に述べるような成綾を獲たので・些庭に

原料とする逗性石鹸(lnverbseife)が 張力なる殺菌.報 告する次第である。本實験に先だつて巌密なる

作用を有することが知られている現在・その結核 封照をお く必要を感 じた倫で、次に述べるような

菌に及爾す作用を検することは・一には結核の化 方法により喀疫申の結核菌を均等に喀痩なる媒質

學療法に寄與すると共に・結核菌燈に封する表面 中に分散せ しめて これを2 .分し、双方に果 して菌

活性物質の作用機序の究明の一助ともならんと考 の均等に分散せ しめられた りや否や を槍 し、その

え、さきに著者は結核菌の純培養(人 型菌3株 ・ 然るを待つて同様に虞理せる喀痩 を5等 分 し、そ

牛型菌21珠)に 樹する逆性石鹸拉に高次 「アルキ の一つを封照群として本實験を行つたのである。
C琢 ・ ・

}隔 第 二章 實験方法
ル」船 物C12Hz3-N.一 ・C

.H2『O--C.II,,一一c,H,の 証 基麟 〕 先椹 礎醐 に つ い て 述べ る・

CHslOO例 の開放性肺結核患者の早朝起床時に喀出せ

__22__



ユよδ

る喀痩の全量をとり、これ を滅 菌 ぜ る乳鉢にと

り・無菌函中で滅菌せう乳捧 を以て5分 間牽分に

摺 り、とれに2cc.の 滅菌せる4%硫 酸水を加

えてよく混和 した ものを、20分 放置後毎分3000廻

韓の遽心沈澱機で20分 聞遠心沈澱 したる後上清

を駒込 「ピベソ ト』 を用いて丹念に除去せ るもの

就 、5CC.の 滅菌生理的食盤水を加 え更に乳棒にて
が

2分 聞充分に擁搾せるものを2cc・宛2本 の滅菌 と

試 験管にとり、各々を別々のICC.の 「メス。ビペ

ツF」 を用いて3本 宛の凝結水 を除いた岡 ・片倉

の培地に植え、液が常に培地全面を均等にうるお

す如 く傾けて38◎Cの 艀卵器中に置き、毎 日一同

液の乾 く歌態 を検 し、乾 くを待つて封蝋 し、培養

後4週 に到る迄は毎 日一・同、4週 以後1σ 週迄は

毎週一回これを検 し、集落の螢現 を著者の所謂定
一性的蚊びに定量的に観察した。

〔本實験〕 基礎實験に於て、その獲た定量的の

値を検定して見て二群の聞に差を見す、即ち略均

等に分散されたことが明らかになつたので、上述

の方法によつて慮理 した ものに15cc。 の滅菌生理

第1

的食聾水を加えたるもめから2㏄ ・宛 を5本 の滅

菌小試験管にとり、夫 々K,Z2・Z4・A,ρ4)5群L

なし、夫 々に下記の如きものを加え撒同振盗 した

もの1cc.宛 を基礎實験同檬の方法で培養 し・同

様な方法で観察 した。

i、添 加 液_
2ec,(L5%「 ゲ ラ チ ン』加 生 理 的 食

∠⊥ 肇丞.
嘱 レ翻 盤 稀霧

い

吋 耀 盤稀繕
2ce,高 次 「ア ル キ ガ 」化 合物

Ai
1000培 稀 霧 液ee

2ce,0,5%「 カ プ リ ン」酸 加c隊 子海l

c昏

黄C1.,H≧ ザN-・ 一一・・CH∫-O-一 一一一〇 一一一CH2C6-・Hs

《'}1.;

第 三 章 實験 成績

・:〔基礎實験〕100例 全部 の成績 を記載 するのは

到底紙面が許 さないのでsそ の5例 を摘出 して示

したのが第1表 で夢 る◎"s'}を 附せ ざる もの と

。.表
奪

1條 例 集 落 観 察 要 項

轡

備 考
名M羅}
、}馨黙 司翻 轟劃 盛膳トi醤調陸1翻繰睡}還先鹸

6

…

縣 … …

・・い1申 酬 予叫 ・38匝}発緻 ◎IT{R』 -1一
患者名:太 田

喀 2レ{25/・ レ{・5・ 国 囎 ・}TlR}一 トi一 「ガ フキ ー 」敷7ゼ

湊

』⊥ ∠」25/・i〃1・42回 聖91◎ 倒RH一 刈 一

性状 膿状 ・

第

-

馨

rレ 圃 ・レi卵 曙1◎}TiR… 一 レ
鵯

號 剛 〃125/・ レ}・4・ 回1鷲1◎ 一{TiR卜 卜 卜

3レ125/・ レ1・3・ …恥 「彌 ◎}TtR卜 卜 卜

・い/坤3/∬122/亙 回 叫B蟹 桝T}R■ 一 ト
ゆ 患者各・川村

喀

褻
2レ1・3/・ レ1・ ・回B劉 周 丁国+一1一 rガ フキ ー」敷6

第

冤

3レ{・3/夏 レ1・ ・回B器 ドIT画+… 一 性駅 膿状

2 rレ 剛 〃i鉾 國B讐 桝 丁、{Rト ー 一
_一

7

號

γレiユ 彫い1蕊1司 噺 £lT{R卜 卜 丁=帽
漁一㎜ Ψ一

ガ回 ・31・i〃1・・i-:璽 正 ∫ 長}+「 二 「丁

■ 遊2/・ 瞬i・ ・回B鷺 国TiR田 一{一

一～

患者名:増 澤

喀12レP2/・14・ ・回 鵬1ユ 期R… 一 … 「ガフキー卿

轡 軸

x一23
___



U6

渓

蓼

藍

3レi22/・}〃 回 司 欄 剖 丁 国+1-1一 鰍 蹴 、・

・'レ122/・ レ 回 瓜 BCC
63
aTRl+1一

2' 〃122/・ レ1・ ・回B宅 ε国 丁国+卜1一

喀

疲

第

6

7

號

3巨 」22川 〃 回 司 欄aτIR田 一1一

・1・/V⑳vi22/vl・slm・B宝 謬1・}丁 国H-1一

21〃 ⑳Vレ123国8劉 ◎ITIRI-1--1一

3i〃 劉 〃12Q回B鴇1・ITIRH■ 一

き

患者名:今 野

「ガフキー緻0

性状 膿状

、

・'〃12・/vl"〃 ・g回B器?IT R臼 一1一

7Ll2・ivl《i26国B劉 ・ITIRH-F 魔

●

訓 〃〕2・/vレ122国B劉d倒RH-{一

喀

褻

第

1

0

0

號

・i・剛 ・5劇22畔 ・gl風IB駅 図 丁画+卜1一
1患 都 ε下瀬 ㌔

「ガフキー」敗4

性状 膿状

萎

咲 羅

一

2レ 陣 〃i456回 欄 ユ}丁 圖 ナ1-1一

3レ 陣 レ1473回B蟹}ユ 倒Rト1■ 一

rレ ・51XIレ1418}唄B盤1£1
.丁 回+卜1一

7レ 國 〃國 叫B蓋 回 丁国+H。

び 「 〃i15叫 〃45gi臨B盟 ユTR+1一 ㌃L

附 した一群とが相封するものである。今表につゼ

で設明するに観察は培養後β週 目に行つた◎{從つ

て集落観察要項記載の事項は総て培養後3週 目の

歌態である。集落藪は試験管表面に皮膚鉛筆 を用

Vて 縦に一本と横に1cm.間 隔に線 を引き試験管

は45度 に支持 し後、斜上方 よりの照明下に打算

器 を用いて計算した もので鱒 跨 緻 を宗 し・'
"。。"は 数 え きれ ない ことを示す もの とす る・次

に大 さの項の 皿.とbう のは粟粒大(miliangross)

の 略 を示ナ。色調はすべてBritishColoerCouncil

の 定 む るところに よ り、 そのColoerStaRdardに

準 擦 して、 これ を記 載 した。形は球形 をなせ る集

落のみの ときは"O,,又 断面 凸朕 をなせ る集落の

あ るときほユ なる記號 を用 いて記 載 した。.5の 乾

漏 はT(Tnockenの 略)又 はF(Fenchtの 略)、

6の 粗滑のRはRokgh,SはSmoothを 現 わす

ものであ ることは勿論であ るe7、8、9は 記 載

事項の ある ときは 《`十,,を以 て無 い ときは``一,,を
ぞ

以て現わすことに した。而 して定性的の槻察要項

に於ては100例 の爾群間に差を見なかつた。次に

定量的には如何 というと100例 の集落数を定量的

に記載 したのが第二表である。Xは 第1群 の3本

の培地に生えた集落藪の合計、Yは第2群 のそれの

合計 、Zは 爾者の差 を表わす 遮ので ある。Unzδb・

1barの ものを除いた64例 について、ZF均 値の差

の検定法中封慮のある擾合に從つて桧 定 す るに

(脚計参照)'差Zに 封し、"母 集團李均値mi・O

という蹄無假読をおくと、1。 の方法で危瞼率は

5%以 下で齢無假詮を棄ててよいことが 分 るか

,ら、爾群の聞に差を見ないことになる。從つて上
げ 　

述の方法で略 ≧結核菌は喀湊なる媒質中に均等に

分散 されたることを知 り得た。

_1Nl
Z=瓦 碧Zi一 磁 ●1593-2舎9〔脚註〕

ゴ三N幹
霊豊(Zi一 ゐ2-N}藷 芦ご舩}

-
64と 、{68・52-64×6・ ・卜 蕊{68・52-39・4・}

レ
=蕊x29112一 妬2・ ・"・u=21・5

t…㌃ 竺～辰 帯 辰 一2欝8耀 ど駄26

差Zに 野 し 　母集璽李均値m=O"と い5闘 無假設を

お くと危瞼牽は5%以 下で競無假醗を乗ててよいこ

とがわかるo
も

_24___

薪



11?

第 2 表

號

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

η

13

14

15

16

17

18

19

20

21

羽

23

24

25

X Y Z

431421

・652649

56588

10581000

co●o

c◎co

8477

6383

90

257

57

109

謝
興

期

蹴
蹴

脚
曝

㎝

魏

.・
泌
励

Z2

105

228

69

128

404

222

100
ぎ

386

373

556

824

952
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00

857
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1199ヱ231

10-100

39

22484

583364

49

00

25

41

彊

61

00

0

1

89

00

お

、16

25

84

4

2

8

1
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4
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1

5

2

7

嘘⊥

雪
五

7
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15
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12
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0

1

認

-

勿

4

35

28

2

8

2

3

1

3
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324
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}番號
X Y

　

サ

ハリ

ヨ

ケ
ほ

ユ

ゐ

り
む

ハり

お

ケ
ぼ

　

。。

。。

。。

。。

。。

。。

。。

。。

。。

。。
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。。

47

56

06

34
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65
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。。

る

ユ

ユ

ユ

エ

ユ

ユ

.・

。・

.・

.・

.・

.・

.・

.・

♂
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。・

悌

9・

鵬

鵬

螂
蜘

鋤

膿

備

齪

撫

姻

.・

.・

ゴ■

噌
五

響
↓

-

26

27

28
・
29

30

31

32

33

鈎

35

36

37

38

39

40

41

42

43

幽

肇

46

47

48

49

50

Z

53

釦

路

69

倣

雛

4。

坊

悠

照

鉛
副

Z2

1

2809

1600

4761

2601

576

1600

225

169

18

goo

1番號
X Y

2

6

8

7

1

6

9

0

1

4

2

3

。。

物

95

麟
93

。。

。。

。。

。。

。。

。。

。。

。。

。。
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。。

。。

6

8

12

珍0

2

1
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9

3

。。
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98
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。。
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。。

。。
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6

9

1

8

2

ユ

1

6

1

8

8

8

1

8

3

4
凸

6

1

纏1

1
【

、

2

3

3

1

2

3

4

5

6

学

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7
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9

σ

1
.
2

3

4

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

7

・7

7

7

7

7

Z

113

33

5

6

5

5

1

8

3

3
11
4

d

璽
晶

1

2

ユ

2

2

Z2

12769

1089

25

集

36

225
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441
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9

169

576

400

番競

霧

鴛

8。

墨

83

難

欝

88
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9α

飢

錐

雛

%

併

98
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。・1

XY

9

8

1

7

3

d
」
5

4

9

6

8

31

弗
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97

5

7
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磁

1

1

1

でユ

6
」
ヨ

255

532

607

1348

Z
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407

333

652

'167

171

1057

54
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1252

671

◎0

1421

1093

1049

879
00

co

oo

coぜ

◎0

249

525

620

1324

8

1

8

5

4

-
5

-2

0

2

6

制

2

3

伊δ

1

2

8

4

5

り
細

7

7
」

り
召

ケ
慣

3

毒

6

ケ
・

3

4

1

り
編

Z2

784

961

3P"

25

196

625

6724

0

4

36

1849

625

4

5929

1369

諮

49

169
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色 調 形・大 サ 撫 粗6鰍繰 晃性廠
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照

Z2
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卜
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T R_ _'

一
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謬
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一

ご
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㎝一
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O

o
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…

26/1
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曹一
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」き

2"ノ 〃
i2ノ・ 9 毎吊 1 轍
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〔本實験〕 上同様100例 中より2例 を揮び記載

したのが第3表 である◎この揚合定性的には虞置

群非虚置群間に集落嚢現日の他に差を見ない。而

して定量的には第皿表に見る如 く、Z2群 拉びに

A群 に於ては著明な登育阻止作用のあることが晃

られるがZ4群 では封照と差を見ない。 これに反 し

てC群 も嚢育阻止作用はあるが、Z群 、A群 には

及ぱないことがわかる。更に此塵に記載したのは`

絡て培養後3週 貝の成績であるが、その後10週

にいたる迄の観察に於て、葉 蕩の既に登現せ るも

のにあつては集落籔の壇加を認め左が・3週 目に

集落を認めなかつた培砲でその後集落を見出した

ものは一例 もなかつた。而 して爾實験に用いたも

のはいすれ も、10週 後に於て、その集落の任意の.

一つをとつて、この菌について抗酸性㊧有無拉が

に形熊學的観察をなし、又これを5%の 馬鈴薯「グ

リセリン・プィヨン」に培養2週 の もので感染實

一

喀湊第67號

Fガ フキー」敷7

性状 膿状

、

爆

ご

験を天竺鼠で行つて、込すれ も結核菌まることを

讃明した◎

第四章 考 案

上述の成績 より考 うるに、逆性石鹸拉びに高i次

「アルキル」死合物は結核菌の性質には殆んど認

め得べき影響 を及ぼす ことな く、ただ稜育阻止の

作用を有することを知 り得るのである。
悔 第五章 結 論

既に純培養の結核菌に封 して道性石鹸Zephi-

po1(Bayer)拉 びに高次 「アルキル」化合物
CH3"i

C⑫H2、-N-CErO-CHI-C6H5の 顯著なる焚
1癖
CH3.

鴨阻止作用を有することを観た著者は更に喀湊な

る「メヂウム.」内の結核菌に封する作用を検せんと

して、本實験を行わんとし、先す確實なる封照を

作るために、喀疹申の結核菌を喀湊中に略均等に
無

一一 ・26__,



119

分散せ しむる方法(細 沼の乳鉢法)に つ瞬て、定

性的拉びに定量的にその然 るを槍 じ、然る後に上

記藥物を作用せ しめ、逆性石鹸に於ては100倍 稀

繹迄・叉高次 「アルキル」化合物に於ては1000倍

溶液に於て著明なる襲育阻止を有す る こ と を見

た。 錦 ピ ・

稿を郵 にあたつて・高次「アルキル4ヒ 合物を御恵與

下さつた東大藥學教室石館守三教授拉 びに 御指導を賜

つた東大物療内科増山元三郎氏に深甚な謝意を 表する

ものである
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